鎌倉市自治基本条例策定市民会議運営委員会

第２回策定作業関連　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年６月２０日（火）午後６時～８時１５分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎２階　議会全員協議会室

	出席委員：大嶋、大窪、小河、國友、児島、幸道、鈴木、平井、平倉、増田、三嶋、吉田、渡辺（光）

欠席委員：片貝、渡邉（久）
傍聴委員：小泉（総務）
議事進行担当：幸道

事務局：茶木、古屋、征矢、大隅（書記）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

· 幸道委員を議長とし、議事が進められた。冒頭、運営委員会委員名簿（２５人）など、提出資料の確認が行われた。また、６月13日の全体会で確認された運営委員会の役割分担（総務、運営企画、渉外、広報、ＰＩ）を再確認する中で、策定作業関連に任された作業について、さらに細分化する方向で議論が進められた。
【主な議論】
· 策定作業関連を、策定、学習、渉外の３つに分けたらどうか⇔作業に入る前に、各委員の共通認識が必要なのではないか。
· 学習会の開催、パートナーシップ協定の締結が急がれている。早急に作業に入る必要がある。

· １．策定作業の進め方（アプローチの方法、部会など組織の持ち方、策定期間など）、２．学習会・勉強会の開催（スケジュールの設定、講師の選任など）、３．パートナーシップ協定の締結（渉外を含む）の３グループに分かれることにする。
○　それぞれの作業グループに分かれて、協議が行われた。
＜グループ分け＞

第１グループ・・・大窪、小河、國友、児島、平倉、増田、吉田

第２グループ・・・大嶋、鈴木、三嶋

第３グループ・・・幸道、平井、渡辺（光）

· 最後に、各作業グループから、協議の結果の発表が行われた。
· 第１グループ（國友委員）・・・まだ議論の途中であるが、市の仕事の中身を深く掘り下げて、各委員が共通認識する必要がある。その手法について、まずは、勉強から始めるのか、素案作成作業を進める中で、必要に応じて行うのか、議論が分かれている。

· 第２グループ（大嶋委員）・・・参考資料として、他市の事例など関連ホームページや書物などの収集を行う。さらに、自治基本条例の概念や作業手順などについて、講師を呼びたい。総務と調整しながら進めたい。
· 第３グループ（渡辺（光）委員）・・・パートナーシップ協定の締結に向けて、素案についての議論を行った。特に、だれとだれが締結するのか、議会を含めて、市民会議、議会、市の３者で協定ができるのかについて、検討したい。

○　７月４日に予定されている運営委員会までに、各グループで議論を進めることとした。


	特 記 事 項
・第１グループ開催予定　　　平成18年６月29日（木）　18時～20時　議会全員協議会
・第２グループ開催予定　　　平成18年６月23日（金）　13時～14時　市役所４階食堂

・第３グループ開催予定　　　平成18年６月26日（月）　18時～20時　２０１会議室
※次回運営委員会について・・・

日　時：平成18年７月４日（火）　午後６時から８時
場　所：議会全員協議会室




